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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固定支持された発電機軸と、
　発電機軸により回転可能に支持され、外力により回転駆動されるマグネット及び前記発
電機軸の近傍位置に設けた円形突部の下端面に円形ギアを備えるアウターロータと、
　前記アウターロータ内に同軸配置にかつ発電機軸により支持されて回転可能に内蔵され
、前記マグネットと対応配置にコイル部を配置し、前記発電機軸の近傍位置で前記アウタ
ーロータの円形突部と間隔を隔て対向する配置の円形突出部の上面に設けた円形ギアを具
備するコアレス型コイル体と、
　前記円形突部、円形突出部の間の空間領域において、前記発電機軸により軸支され、前
記アウターロータ、コアレス型コイル体双方に円形配置に設けた円形ギアとギア結合して
アウターロータの回転に応じてコアレス型コイル体を逆方向に回転させる逆転用ギアと、
　を有し、
　前記アウターロータ、コアレス型コイル体の逆方向の回転による前記マグネットとコイ
ル部との相対速度の上昇に応じた発電出力を前記コアレス型コイル体のコイル部出力端か
ら前記発電機軸の周りに固定配置した集電子を介して取り出すように構成したことを特徴
とする同軸反転式コアレス発電機。
【請求項２】
　固定支持された発電機軸と、
　該発電機軸により回転可能に支持され、外力により回転駆動されるとともに、内部に発
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電機軸に沿う方向の多段にわたる収容室を設け、該収容室の壁面に各々マグネットを配置
し、前記発電機軸の近傍位置に設けた各円形突部の下端面に各々円形ギアを備えるアウタ
ーロータと、
　前記各収容室内に同軸配置にかつ発電機軸により回転可能に支持されて内蔵され、前記
各マグネットと対応配置に各コイル部を配置し、前記発電機軸の近傍位置で前記アウター
ロータの各円形突部と間隔を隔て対向する配置の各円形突出部の上面に各々設けた円形ギ
アを具備する多段のコアレス型コイル体と、
　前記円形突部、円形突出部の間の各空間領域において、前記発電機軸により軸支され、
前記アウターロータと各段のコアレス型コイル体双方に円形配置に設けた各円形ギアと各
々ギア結合してアウターロータの回転に応じて各コアレス型コイル体を逆方向に回転させ
る多段の逆転用ギアと、
　を有し、
　前記アウターロータ、各コアレス型コイル体の逆方向の回転による前記各マグネットと
各コイル部との相対速度の上昇に応じた発電出力を前記各コアレス型コイル体の各コイル
部出力端から前記発電機軸の周りに多段にわたって固定配置した各集電子を介して取り出
すように構成したことを特徴とする同軸反転式コアレス発電機。
【請求項３】
　固定配置のハウジングと、
　前記ハウジング内に固定支持された発電機軸と、
　前記ハウジング内において発電機軸により回転可能に支持されるとともに、外力により
回転駆動されるマグネット及び前記発電機軸の近傍位置に設けた円形突部の下端面に円形
ギアを備えるインナーロータと、
　前記ハウジング内に同軸配置にかつ発電機軸により回転可能に内蔵され、前記マグネッ
トと対応配置にコイル部を配置し、前記発電機軸の近傍位置で前記インナーロータの円形
突部と間隔を隔て対向する配置の円形突出部の上面に設けた円形ギアを具備するコアレス
型コイル体と、
　前記円形突部、円形突出部の間の空間領域において、前記発電機軸により軸支され、前
記インナーロータ、コアレス型コイル体双方に円形配置に設けた円形ギアとギア結合して
インナーロータの回転に応じてコアレス型コイル体を逆方向に回転させる逆転用ギアと、
　を有し、
　前記インナーロータ、コアレス型コイル体の逆方向の回転による前記マグネットとコイ
ル部との相対速度の上昇に応じた発電出力を前記コアレス型コイル体のコイル部出力端か
ら前記発電機軸の周りに固定配置した集電子を介して取り出すように構成したことを特徴
とする同軸反転式コアレス発電機。
【請求項４】
　固定配置のハウジングと、
　前記ハウジング内に固定支持された発電機軸と、
　前記ハウジング内において発電機軸により回転可能に支持され、外力により回転駆動さ
れるとともに、内部に発電機軸に沿う方向の多段にわたる収容室を設け、該収容室の壁面
に各々マグネットを配置し、前記発電機軸の近傍位置に設けた各円形突部の下端面に各々
円形ギアを備えるインナーロータと、
　前記各収容室内に同軸配置にかつ発電機軸により各々回転可能に支持されて内蔵され、
前記各マグネットと対応配置に各コイル部を配置し、前記発電機軸の近傍位置で前記イン
ナーロータの各円形突部と間隔を隔て対向する配置の各円形突出部の上面に各々設けた円
形ギアを具備する多段のコアレス型コイル体と、
　前記円形突部、円形突出部の間の各空間領域において、前記発電機軸により軸支され、
前記インナーロータ、コアレス型コイル体双方に多段にわたって円形配置に設けた各円形
ギアとギア結合してインナーロータの回転に応じて各コアレス型コイル体を逆方向に回転
させる多段の逆転用ギアと、
　を有し、
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　前記インナーロータ、各コアレス型コイル体の逆方向の回転による前記各マグネットと
各コイル部との相対速度の上昇に応じた発電出力を前記コアレス型コイル体の各コイル部
出力端から前記発電機軸の周りに多段にわたって固定配置した各集電子を介して取り出す
ように構成したことを特徴とする同軸反転式コアレス発電機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、同軸反転式コアレス発電機に関し、詳しくは、例えば風車の回転力を利用し
簡略構造で省スペース化が図れ、しかも大出力を実現する同軸反転式コアレス発電機に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、二酸化炭素の排出削減、化石燃料の消費削減等の観点から風力エネルギー、太陽
エネルギー等の各種自然エネルギーを利用する発電機が注目されている。
【０００３】
　このうち、風力エネルギーを利用する風車発電機の場合には、例えば風車の回転を増速
機により増速して発電部に伝達し、該発電部により、単に風車の回転力のみを利用する発
電機の場合よりも大きい発電出力を得るようにしたものが提案されている。
【０００４】
　しかしながら、このような風車発電機の場合、増速機と発電部とは別置きとされており
、省スペースを図る上で好ましくない。
【０００５】
　特許文献１には、本発明に関連する技術として、対の発電用ロータが備えられ、それら
の相対回転で発電をするようになされ、ロータの回転を他のロータの逆方向の回転として
伝える遊星ギア機構からなる伝動機構が備えられ、ロータに入力した回転力で両ロータが
それぞれ逆方向に相対回転をして発電をするようように構成した風車の回転力を利用する
回転増速機能付き発電機が提案されている。
【０００６】
　この回転増速機能付き発電機の場合、遊星ギア機構からなる伝動機構を採用しているた
め、伝動機構の構成が複雑となってしまう。
【特許文献１】特開２００５－２８７２１５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明が解決しようとする問題点は、例えば風車の回転力を利用し、簡略構造で省スペ
ース化が図れ、しかも大出力を実現する同軸反転式コアレス発電機が存在しない点である
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る同軸反転式コアレス発電機は、固定支持された発電機軸と、発電機軸によ
り回転可能に支持され、外力により回転駆動されるマグネット及び前記発電機軸の近傍位
置に設けた円形突部の下端面に円形ギアを備えるアウターロータと、前記アウターロータ
内に同軸配置にかつ発電機軸により支持されて回転可能に内蔵され、前記マグネットと対
応配置にコイル部を配置し、前記発電機軸の近傍位置で前記アウターロータの円形突部と
間隔を隔て対向する配置の円形突出部の上面に設けた円形ギアを具備するコアレス型コイ
ル体と、前記円形突部、円形突出部の間の空間領域において、前記発電機軸により軸支さ
れ、前記アウターロータ、コアレス型コイル体双方に円形配置に設けた円形ギアとギア結
合してアウターロータの回転に応じてコアレス型コイル体を逆方向に回転させる逆転用ギ
アと、を有し、前記アウターロータ、コアレス型コイル体の逆方向の回転による前記マグ
ネットとコイル部との相対速度の上昇に応じた発電出力を前記コアレス型コイル体のコイ
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ル部出力端から前記発電機軸の周りに固定配置した集電子を介して取り出すように構成し
たことを最も主要な特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　請求項１記載の発明によれば、通常のロータ、ステータを使用する発電機に比べて同軸
反転構造としたアウターロータ、コアレス型コイル体間に例えば２倍の相対速度を得るこ
とができ、通常の風力発電用の発電機よりも大きい発電出力を得ることが可能であり、簡
略構造で省スペース化を図ることもできる同軸反転式コアレス発電機を提供することがで
きる。
【００１０】
　請求項２記載の発明によれば、請求項１記載の発明と同様な効果を奏することに加え、
コアレス型コイル体を多段に配置しているので、特に風エネルギーが大きいような場合、
より大きい発電出力を得ることが可能な同軸反転式コアレス発電機を提供することができ
る。
【００１１】
　請求項３記載の発明によれば、インナーロータタイプの構造の基に、請求項１記載の発
明の場合と同様、通常の風力発電用の発電機よりも大きい発電出力を得ることが可能な同
軸反転式コアレス発電機を提供することができる。
【００１２】
　請求項４記載の発明によれば、インナーロータタイプの構造の基に、請求項３記載の発
明と同様な効果を奏し、さらに、コアレス型コイル体を多段に配置しているので、特に風
エネルギーが大きいような場合、より大きい発電出力を得ることが可能な同軸反転式コア
レス発電機を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明は、例えば風車の回転力を利用し、簡略構造で省スペース化が図れ、しかも大出
力を実現する同軸反転式コアレス発電機を提供するという目的を有する。
【００１４】
　本発明に係る同軸反転式コアレス発電機は、固定支持された発電機軸と、該発電機軸に
より回転可能に支持され、外力により回転駆動されるとともに、内部に発電機軸に沿う方
向の多段にわたる収容室を設け、該収容室の壁面に各々マグネットを配置し、前記発電機
軸の近傍位置に設けた各円形突部の下端面に各々円形ギアを備えるアウターロータと、前
記各収容室内に同軸配置にかつ発電機軸により回転可能に支持されて内蔵され、前記各マ
グネットと対応配置に各コイル部を配置し、前記発電機軸の近傍位置で前記アウターロー
タの各円形突部と間隔を隔て対向する配置の各円形突出部の上面に各々設けた円形ギアを
具備する多段のコアレス型コイル体と、前記円形突部、円形突出部の間の各空間領域にお
いて、前記発電機軸により軸支され、前記アウターロータと各段のコアレス型コイル体双
方に円形配置に設けた各円形ギアと各々ギア結合してアウターロータの回転に応じて各コ
アレス型コイル体を逆方向に回転させる多段の逆転用ギアと、を有し、前記アウターロー
タ、各コアレス型コイル体の逆方向の回転による前記各マグネットと各コイル部との相対
速度の上昇に応じた発電出力を前記各コアレス型コイル体の各コイル部出力端から前記発
電機軸の周りに多段にわたって固定配置した各集電子を介して取り出す構成により上記目
的を実現した。
【実施例】
【００１５】
　以下に、本発明の実施例に係る同軸反転式コアレス発電機について図面を参照して詳細
に説明する。
（実施例１）
　図１乃至図３を参照して本発明の実施例１に係る同軸反転式コアレス発電機１について
説明する。
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【００１６】
　本実施例１に係る同軸反転式コアレス発電機１は、図１に示すように、例えばジャイロ
ミル形（垂直軸タイプ）の風車２の下端と、この風車２を地上から所定の高さとなるよう
に支持するポール３の上端との間に配置され、風エネルギーで回転する風車２の回転力を
利用して発電出力を得るように構成している。前記風車２は、風車軸３に対してアーム４
を介して例えば３枚のブレード５を取り付け、風車軸３の下端部３ａを前記同軸反転式コ
アレス発電機１に取り付けるように構成している。
【００１７】
　本実施例１に係る同軸反転式コアレス発電機１について、図２、図３を参照して具体的
に説明する。
【００１８】
　本実施例１に係る同軸反転式コアレス発電機１は、発電機本体１０と、この発電機本体
１０を回転可能に支持する軸支体１１とを有している。
【００１９】
　前記発電機本体１０は、前記風車２の回転力を受けて回転するアウターロータ１２と、
このアウターロータ１２の中央部を軸支し、該アウターロータ１２を回転可能とする発電
機軸１３と、前記発電機軸１３により中央部が支持される状態でアウターロータ１２内に
内蔵した円盤状のコアレス型コイル体（円盤状に圧縮されたコイルの束）１４と、を有し
ている。
【００２０】
　前記発電機軸１３は、下端にネジ１３ａを、上端側に大径部１３ｂを、この大径部１３
ｂの下側に突出円板部１３ｃを設けている。
【００２１】
　前記アウターロータ１２は、下側が開口した皿円盤状の上部ロータ２１と、上側が開口
した皿円盤状の下部ロータ３１とを上下配置に突き合わせて接合し、両者の外周近傍位置
において、円形に配列する多数の固定ボルト２２を用いて一体的に固定されるようになっ
ている。
【００２２】
　前記アウターロータ１２のうちの上部ロータ２１は、その中央部下側に発電機軸１３の
上端部を嵌合させるとともに、その中央部に上側に突出する円柱状の風車取り付け部２１
ａを設けている。
【００２３】
　前記風車取り付け部２１ａには、円形配置に多数のネジ孔２１ｂが設けられ、前記風車
軸３の下端部３ａに接合して図示しない取り付けボルトにより上部ロータ２１と風車軸３
の下端部３ａとを一体的に結合し、風車軸３の回転力を伝達するように構成している。
【００２４】
　また、前記発電機軸１３における大径部１３ｂの上面側と、その近傍の上部ロータ２１
の内底部との間に主軸受２３を配置し、上部ロータ２１、したがってアウターロータ１２
を回転可能に軸支している。
【００２５】
　前記上部ロータ２１の内底部における前記主軸受２３の外側位置には、大径部１３ｂよ
りも若干大きい内径を有する円形突部２５が設けられ、この円形突部２５の下端面に全周
にわたって円形ギア２６を設けている。
【００２６】
　前記上部ロータ２１の内底部における外周近傍位置には、端面を内底面に臨ませる状態
で所要数のマグネット２４を円形配置に埋設している。
【００２７】
　前記下部ロータ３１は、前記上部ロータ２１と上下略対称形状に形成されている。すな
わち、その中央部上面には前記突出円板部１３ｃが入り込む円形凹段部３２が設けられる
とともに、この円形凹段部３２の中心位置を前記発電機軸１３が貫通するように構成して
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いる。
【００２８】
　また、下部ロータ３１の内底部における外周近傍位置には、端面を内底面に臨ませる状
態で、かつ、前記上部ロータ２１側のマグネット２４と対向する配置で所要数のマグネッ
ト２４を円形配置に埋設している。
【００２９】
　このような上部ロータ２１、下部ロータ３１の構成により、両者の内部にコアレス型コ
イル体１４を収容する収容室３３を形成している。
【００３０】
　前記下部ロータ３１の下面側には、その中央部に下側に突出する円柱状の取り付け部３
４を設け、この取り付け部３４に円形配置にネジ孔３５を設けている。
【００３１】
　前記コアレス型コイル体１４は、前記収容室３３内において前記アウターロータ１２と
同軸配置されるとともに、その中央部には、前記上部ロータ２１の円形突部２５が入り込
む内径を有する上孔と、前記発電機軸１３の大径部１３ｂより若干大径の下孔とが設けら
れ、大径部１３ｂが貫通するように構成している。
【００３２】
　そして、大径部１３ｂの下端外周と、前記コアレス型コイル体１４の下孔との間に配置
した軸受４６を介してコアレス型コイル体１４を前記発電機軸１３により回転可能に支持
している。
【００３３】
　また、前記コアレス型コイル体１４の上面には、前記上部ロータ２１側のマグネット２
４と対応配置で、かつ、近接する状態にコイル部４１を配置し、同様にその下面には、前
記下部ロータ３１側のマグネット２４と対応配置で、かつ、近接する状態にコイル部４１
を配置している。
【００３４】
　さらに、前記コアレス型コイル体１４における上下の各コイル部４１における各コイル
部出力端４２は、このコアレス型コイル体１４の下面に臨む位置に配置され、前記円形凹
段部３２内に位置する発電機軸１３における突出円板部１３ｃに対向させるように構成し
ている。
　前記コイル部出力端４２、ブラシ４３の構成に替えて、例えばブラシレス型の集電子、
スパークレス型の集電子を用いることもできる。
【００３５】
　そして、前記突出円板部１３ｃの上面に設けた前記各コイル部出力端４２に対応する配
置の各ブラシ（集電子）４３、この各ブラシ４３に接続した出力ケーブル４４を介して発
電機本体１０による発電出力を取り出すように構成している。
【００３６】
　前記前記コアレス型コイル体１４における下孔を形成する円形突出部１４ａの上面側（
上孔側）には、前記円形突部２５の円形ギア２６と同様な円形ギア４５を全周にわたって
設けている。
【００３７】
　また、前記発電機軸１３の大径部１３ｂ外周には、前記上孔内に位置して回転軸を水平
方向とした複数の逆転用ギア５１が取り付けられ、この逆転用ギア５１を前記円形ギア２
６、円形ギア４５に各々ギア結合している。
【００３８】
　このような構成により、前記アウターロータ１２が図２に示す矢印ａ方向に回転すると
き、コアレス型コイル体１４は逆転用ギア５１により図２に示す矢印ｂ方向に逆回転する
ように構成している。
【００３９】
　すなわち、前記アウターロータ１２と、コアレス型コイル体１４とを逆転用ギア５１を
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用いて同軸反転するように構成している。
【００４０】
　前記軸支体１１は、前記発電機軸１３を中央孔６１ａ内に嵌装して下方に突出させ、発
電機軸１３のネジ１３ａに下側からナット６２をねじ込んで固定支持する固定支持体６１
と、この固定支持体６１上に密接状態で配置され中央部に設けた前記中央孔６１ａと同径
の貫通孔７１ａを前記発電機軸１３が貫通する回転支持体７１との重合構造としている。
【００４１】
　すなわち、前記回転支持体７１は固定支持体６１に対してこれら両者間に設けた軸受６
３を介して回転可能に支持されるとともに、固定支持体６１の上面外周部に設けた円形溝
６１ｂに回転支持体７１の下面外周部に設けた円形突条７１ｂを嵌め込み、これにより、
回転支持体７１は固定支持体６１上で密接しつつ円滑に回転し得るように構成している。
【００４２】
　前記固定支持体６１の側面には、中央孔６１ａの軸線方向と直交する配置にネジ孔６４
が設けられ、固定支持体６１の下側から前記ポール３の上端部を嵌め込み、ボルト６５を
用いて前記軸支体１１をポール３の上端部に取り付けるように構成している。
【００４３】
　前記回転支持体７１には、前記下部ロータ３１における取り付け部３４のネジ孔３５に
対応する配置に取り付けボルト７２が配置され、回転支持体７１と固定支持体６１とを組
み付ける前段階において、この回転支持体７１を前記下部ロータ３１に取り付け、その後
固定支持体６１を回転支持体７１に組み付けるように構成している。
【００４４】
　前記回転支持体７１における貫通孔７１ａの上端部には、発電機軸１３用の支持軸受７
３を配置している。
【００４５】
　尚、図２において、５２は上部ロータ２１とコアレス型コイル体１４間、及び、下部ロ
ータ３１とコアレス型コイル体１４間に各々配置したコロ軸受である。
【００４６】
　本実施例１に係る同軸反転式コアレス発電機１によれば、前記風車２が風エネルギーに
より例えば図２に示す矢印ａ方向に回転するとき、前記アウターロータ１２も矢印ａ方向
に回転し、このアウターロータ１２の回転力は、逆転用ギア５１に伝達され、この結果逆
転用ギア５１を介してコアレス型コイル体１４は図２に示す矢印ｂ方向に回転する（同軸
反転）。
【００４７】
　この結果、前記各マグネット２４とコイル部４１との相対速度の上昇に応じた大きい発
電出力を前記コアレス型コイル体１４のコイル部出力端４２から前記ブラシ４３、出力ケ
ーブル４４を介して外部に取り出すことができる。
【００４８】
　さらに詳述すると、本実施例１に係る同軸反転式コアレス発電機１によれば、前記アウ
ターロータ１２とコアレス型コイル体１４とを前記風車２の回転に応じて逆転用ギア５１
という簡略な要素のみで同軸反転させるように構成しているので、通常のロータ、ステー
タを使用する発電機に比べてアウターロータ１２、コアレス型コイル体１４間に例えば２
倍の相対速度を得ることができ、同一の風エネルギーという条件下において通常の風力発
電用の発電機よりも大きい発電出力を得ることが可能となる。
【００４９】
　具体的には、通常の発電機において１００の回転速度で発電出力が１００であると仮定
した場合、本実施例１に係る同軸反転式コアレス発電機１によれば、５０の回転速度で１
００の発電出力を得ることができる。又は、１００の回転速度であれば２００の発電出力
を得ることができる。
【００５０】
　次に、図４を参照して本実施例１に係る同軸反転式コアレス発電機１の変形例である同
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軸反転式コアレス発電機１Ａについて説明する。
【００５１】
　変形例の同軸反転式コアレス発電機１Ａは、基本的には既述した同軸反転式コアレス発
電機１と同様な原理に基づくものであり、構成も近似していることから前記同軸反転式コ
アレス発電機１の場合と同一要素には同一符号を付し、その詳細説明は省略する。
【００５２】
　変形例の同軸反転式コアレス発電機１Ａは、既述した同軸反転式コアレス発電機１にお
ける発電機本体１０に替えて、図４に示す発電機本体１０Ａを採用している。
【００５３】
　すなわち、上部ロータ２１、下部ロータ３１の間にこれらと一体的に中ロータ３０を介
在させ、上部ロータ２１と中ロータ３０間、中ロータ３０と下部ロータ３１間に上下２段
からなる既述した場合と同様な構成からなる収容室３３、３３を備えたアウターロータ１
２Ａを用いている。
【００５４】
　そして、このアウターロータ１２Ａ内の２個の収容室３３に各々既述した場合と同様な
構成からなる２個のコアレス型コイル体１４を配置したこと、これに対応して発電機軸１
３にも上下２段にわたって逆転用ギア５１を配置し、２個のコアレス型コイル体１４を同
軸反転駆動する構成としたこと、発電機軸１３に上下２段にわたって各ブラシ４３を配置
し、各ブラシ４３に出力ケーブル４４を接続して上下２段の各ブラシ４３を介して発電出
力を取り出すように構成したことが特徴である。
【００５５】
　また、変形例の同軸反転式コアレス発電機１Ａは、図４には示していないが前記軸支体
１１により支持されるものである。
【００５６】
　変形例の同軸反転式コアレス発電機１Ａによっても、実施例１に係る同軸反転式コアレ
ス発電機１の場合と同様に、通常のロータ、ステータを使用する発電機に比べてアウター
ロータ１２と、各コアレス型コイル体１４、１４間に例えば各々２倍の相対速度を得るこ
とができ、同一の風エネルギーという条件下において通常の風力発電用の発電機よりも大
きい発電出力を得ることが可能となる。
【００５７】
　また、変形例の同軸反転式コアレス発電機１Ａによれば、コアレス型コイル体１４を２
段に配置しているので、特に風エネルギーが大きいような場合、前記同軸反転式コアレス
発電機１に比してより大きい発電出力を得ることが可能となる。
【００５８】
　変形例の同軸反転式コアレス発電機１Ａにおいては、２段のコアレス型コイル体１４を
アウターロータ１２Ａ内に配置した場合を示しているが、この他、アウターロータ内に３
段、４段等さらに多段のコアレス型コイル体を配置した構成とすることも可能であり、こ
れらの場合も変形例の同軸反転式コアレス発電機１Ａの場合と同様な作用、効果を発揮さ
せることができる。
【００５９】
（実施例２）
　図５を参照して本発明の実施例２に係る同軸反転式コアレス発電機１Ｂについて説明す
る。本実施例２に係る同軸反転式コアレス発電機１Ｂは、実施例１に係る同軸反転式コア
レス発電機１と同様な構成を採用しつつ、インナーロータタイプとしたことが特徴である
。
【００６０】
　尚、図５において、実施例１に係る同軸反転式コアレス発電機１の場合と同一の構成要
素には同一の符号を付し、その詳細説明は省略する。
【００６１】
　本発明の実施例２に係る同軸反転式コアレス発電機１Ｂは、軸支体８１上に固定配置さ
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れるインナーロータタイプの発電機本体８０を具備している。
【００６２】
　前記発電機本体８０は、ハウジング８３と、前記風車２の回転力を受けて回転する前記
アウターロータ１２と略同様な構造のインナーロータ８２と、このインナーロータ８２の
中央部を軸支しハウジング８３から下方に突出するとともに、前記インナーロータ８２を
回転可能とする既述した場合と同様な発電機軸１３と、前記発電機軸１３により中央部が
支持される状態でインナーロータ８２内に内蔵した既述した場合と同様な円盤状のコアレ
ス型コイル体１４と、を有している。
【００６３】
　前記ハウジング８３は、インナーロータ８２を構成する上部ロータ２１の風車取り付け
部２１ａを除く上面、側面及び下面を覆うように構成している。そして、下面側に取り付
け部８３ａを設け、この取り付け部８３ａを軸支体８１上に密接し、軸支体８１に一体的
に取り付けられるように構成している。
【００６４】
　前記軸支体８１は、前記軸支体１１と略同様な構成であるが、前記回転支持体７１の構
成を省略し、例えば上下分割構造の上支持体９１、下支持体９２を具備し、上支持体９１
の内部から上方に突出させたボルト９３を前記ハウジング８３の取り付け部８３ａに設け
たネジ孔８３ａに螺着することでハウジング８３と一体化するように構成している。
【００６５】
　この他の構成は、実施例１に係る同軸反転式コアレス発電機１の場合と同様である。
【００６６】
　本実施例２に係る同軸反転式コアレス発電機１Ｂによれば、既述した場合と同様、前記
インナーロータ８２、コアレス型コイル体１４の逆方向の回転による前記各マグネット２
４とコイル部４１との相対速度の上昇に応じた大きい発電出力を前記コアレス型コイル体
１４のコイル部出力端４２から前記ブラシ４３、出力ケーブル４４を介して外部に取り出
すことができる。
【００６７】
　これにより、実施例１の同軸反転式コアレス発電機１の場合と同様、通常のロータ、ス
テータを使用する発電機に比べてインナーロータ８２、コアレス型コイル体１４間に例え
ば２倍の相対速度を得ることができ、同一の風エネルギーという条件下において通常の風
力発電用の発電機よりも大きい発電出力を得ることが可能となる。
【００６８】
　本実施例２においても、インナーロータ８２内に２段、３段、４段等のように多段のコ
アレス型コイル体１４を配置する構成とすることももちろん可能であり、これらの場合も
変形例の同軸反転式コアレス発電機１Ａ等の場合と同様な作用、効果を発揮させることが
できる。
【産業上の利用可能性】
【００６９】
　本発明は、風車のタイプとして垂直軸型、水平軸型を問わず適用でき、また、自然風に
より風車を回転させて発電する場合に適用する場合の他、空調機の排風等の人工的な風に
より風車を回転させて発電する場合等の同軸反転式コアレス発電機として広範に応用可能
である。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明の実施例１に係る同軸反転式コアレス発電機を含む風力発電設備を示す概
略図である。
【図２】本実施例１に係る同軸反転式コアレス発電機の概略分解断面図である。
【図３】本実施例１に係る同軸反転式コアレス発電機の概略平面図である。
【図４】実施例１の変形例である同軸反転式コアレス発電機の概略分解断面図である。
【図５】本発明の実施例２に係る同軸反転式コアレス発電機の概略分解断面図である。
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【符号の説明】
【００７１】
　　１　　同軸反転式コアレス発電機
　　１Ａ　同軸反転式コアレス発電機
　　１Ｂ　同軸反転式コアレス発電機
　　２　　風車
　　３　　ポール
　　３　　風車軸
　　３ａ　下端部
　　４　　アーム
　　５　　ブレード
　１０　　発電機本体
　１１　　軸支体
　１２　　アウターロータ
　１３　　発電機軸
　１３ａ　ネジ
　１３ｂ　大径部
　１３ｃ　突出円板部
　１４　　コアレス型コイル体
　１４ａ　円形突出部
　２１　　上部ロータ
　２１ａ　風車取り付け部
　２１ｂ　ネジ孔
　２２　　固定ボルト
　２３　　主軸受
　２４　　マグネット
　２５　　円形突部
　２６　　円形ギア
　３０　　中ロータ
　３１　　下部ロータ
　３２　　円形凹段部
　３３　　収容室
　３４　　取り付け部
　３５　　ネジ孔
　４１　　コイル部
　４２　　コイル部出力端
　４３　　ブラシ
　４４　　出力ケーブル
　４５　　円形ギア
　４６　　軸受
　５１　　逆転用ギア
　５２　　コロ軸受
　６１　　固定支持体
　６１ａ　中央孔
　６１ｂ　円形溝
　６２　　ナット
　６３　　軸受
　６４　　ネジ孔
　６５　　ボルト
　７１　　回転支持体
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　７１ａ　貫通孔
　７１ｂ　円形突条
　７２　　取り付けボルト
　７３　　支持軸受
　８０　　発電機本体
　８１　　軸支体
　８２　　インナーロータ
　８３　　ハウジング
　８３ａ　取り付け部
　９１　　上支持体
　９２　　下支持体
　９３　　ボルト

【図１】 【図２】
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